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今年度より
技術本部が
発足しました
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5月30日に、当社社外取締役の馬場正治氏が急逝さ
れました。2015年に取締役に就任いただいて以降、豊
富な経験と見識を活かして多くの指針をご教示いただ
きました。謹んでご冥福をお祈り申しあげます。
2025年3月期は、重点事業環境の変化にいち早く対
応し、第14次三ヵ年中期経営計画に沿って新たな事業
構築を積極的に取り組みました。光学事業強化のために
自動車内装照明用ASA COLOR LEDの資産の減損処
理を行うことになりましたが、国内工場では自動車用製
品の新たな生産体制の構築や合理化投資を進めること
で、お客様へのさらなる価値提供につながる施策を積
極的に展開しております。また、医療・ライフサイエンス
事業では、第二の柱への成長を促す商社機能を持った
新たな販売子会社である株式会社朝日フロントメディッ
クを設立し、「朝日ラバーらしさで世界の医療現場と患
者のQOL向上に貢献する」をスローガンに飛躍に向け

た活動が始まりました。
第14次三ヵ年中期経営計画の最終年度となる2026
年3月期の業績見通しは、改善傾向ではあるものの目標
に達しない見込みとなりますが、新たに技術本部を設置
して技術基盤の成長を元手に稼ぐ力を高めて、選択と集
中による新製品開発と生産性の向上をさらに加速させ
る取り組みを進めてまいります。グローバルな通商政策
の影響は不透明な状況が続きますが、医療・ライフサイ
エンス事業や機能事業で、これまでに準備してきた取り
組みが市場に貢献し、実績として計上し始める年となり
ます。
株主の皆様におかれましては、
今後もより一層のご支援を賜り
ますようお願い申しあげます。

代表取締役社長

技術基盤の稼ぐ力を高めて、重点事業のさらなる成長を目指してまいります。

ごあいさつ



技術基盤を再構築して「稼ぐ力」をつける

ために、技術体制の見直しを行いました。

より一層技術の魅力を高めて社会に貢献

してまいります。

今までは工場ごとに分かれて技術者が活動をして
おり、それぞれの工場での文化や風土をベースに
技術力が育ってきました。今回組織を一つにした
ことで工場間の隔たりがなくなり、技術者同士の
横のつながりが新たに生まれることを期待してい
ます。また、リソースを集中し、技術力の良いとこ
ろを共有して高めていくことで、会社全体の底上
げを含めて成長につなげていきたいと考えてい
ます。

これからの事業基盤として、部品を製造するOEM
から、設計や機能を提案するODMへの変革をビ
ジョンとして掲げています。ODM実現のために

は当社が持つ3つのコア技術を複合化させていく
ことが大事だと考えています。複合化するなかで
当社が有していない技術が必要になる機会が増え
るので、当社で高める部分と他社と連携する部分
はメリハリをもって進めていきたいです。これから
新たな学びや、経験を積むことで成しえることも多
くあると思うので、その経験を通じて技術者全体
が高めあうような組織にしていきたいですね。

技術者自身が当社の技術の強みを正しく認識した
上で、技術力をより高めていくという活動が重要だ
と考えています。当社は同業他社とは違った特徴
を持つ技術が多くあるので、その技術をどの方向
に活かし提案をするのかに関しては営業部門と連
携し、しっかりと当社の技術を知っていただくとい
うプロモーション活動も重要であると感じてい
ます。

当社ではいろいろな技術を持っていても、技術者
自身が狭い領域のなかで仕事をする環境が続いて
いました。これまでと違う角度や視点から物事を
見ようと思った際に、横のつながりから新しい価
値を提案・提供できるような方向を向くことが大
切だと思っています。そのような提案ができる基
礎に加えて、当社の技術をより知っていただくこと
で、最終的には当社の「稼ぐ力」につながっていく
と考えています。そうした意識を技術本部全員で
共有して進めていきたいです。
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商品開発部

工場ごとに高めていた技術が一つに集約されました。技術者
同士の横のつながりを増やすと同時に当社以外の現場を知
ることで、より効率的な工程設計や生産性を改善するアイデ
アが生まれコスト競争力が高まっていくと思っています。技
術者が成長することは会社にとっても重
要だと考えているのでどんどん知恵を吸
収してほしいですね。

自社商品としてモジュールの企画や開発を行う役割を担っ
ています。電子回路設計、機構設計、接着接合技術を応用
した複合化、という3つのモジュール設計技術を軸として
ODMを推進します。新たな製品を生み出すには技術のか
け合わせが重要なので、当社内だけではな
く外部とも積極的に連携しながら今までに
ない朝日ラバーを発信していきたいです。

専門性の高いメンバーがそろった部署なので、その専門性
を活かして技術基盤を構築することで技術全体が効率的に
動くことができるようコーディネートしていきます。将来か
らバックキャストして4つの事業を捉え、各部門と連携した
活動を通じて最適解が求められるよう柔
軟に対応していきたいです。

技術本部 事業企画部長
高見 弘志さん

技術本部 商品開発部長
野上 悟さん

技術本部 生産技術部長
荒井 好勝さん

事業企画部 生産技術部

新設！技術本部を
朝日ラバーの技術を統合、

組織変更を行った狙いや今後の展望をご紹介！

技術本部技術本部が発足しましたが発足しました

技術本部を設立した背景は
何ですか？

技術本部が目指すところは
何ですか？

コスト競争力を高めるODM化で付加価値を拡大効率的な開発の基盤構築

部長インタビューは
YouTubeでも
ご覧いただけます！

URL
https://youtu.be/-_t4fAwnaAc

今年度より「稼ぐ力」を高めるために技術本部を新設しました。
本部長から発足の経緯や今後の展望を語っていただきました。

技術本部長へ

インタビューインタビュー

技術力を高めるために、どういう
思いを大事にしたいですか？

技術力をどのように
アピールしていきますか？

・技術者同士で技術の共有が可能に
・技術を伝承させ次世代を育てる
・本部全体でODMを推進
・効率化によりコスト競争力を高める

・技術者同士で技術の共有が可能に
・技術を伝承させ次世代を育てる
・本部全体でODMを推進
・効率化によりコスト競争力を高める

技術本部集約の技術本部集約の技術本部集約の技術本部集約の

お客様お客様
各工場で製造している製品が異なるため、
お客様から寄せられたご要望は製品ごとに各
工場の技術担当が個別に対応していました。

各工場で製造している製品が異なるため、
お客様から寄せられたご要望は製品ごとに各
工場の技術担当が個別に対応していました。 朝日ラバーならなんとかしてくれる！朝日ラバーならなんとかしてくれる！

大槻 尚文さん

専務取締役 事業・品質保証担当
技術本部長
株式会社朝日FR研究所 代表取締役社長

経歴

当社入社

福島工場技術グループ長

東莞朝日精密橡膠制品
有限公司董事長兼
総経理就任

当社取締役就任

株式会社朝日FR研究所
代表取締役社長就任(現任)

技術本部長就任(現任)

専務取締役就任(現任)
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株式の状況
発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数

会社概要
所有者別株式の分布状況

個人・その他
61.5%

11,500,000株
4,618,520株

3,091名

商 号

所 在 地
設 立
資 本 金
証券コード
正 社 員 数
主な業務内容

埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目７番２
1976年６月 （創業1970年５月）
５億１，６８７万円
東証スタンダード市場 ５１６２
319名
工業用ゴム製品の製造・販売

役 員

株式会社朝日ラバー （ＡＳＡＨＩ ＲＵＢＢＥＲ ＩＮＣ．）
https://www.asahi－rubber.co.jp/

主な事業所 本社 ： 埼玉県さいたま市大宮区土手町二丁目７番２
大阪営業所／名古屋営業所／福島工場／
第二福島工場／白河工場／白河第二工場
代表取締役社長
専務取締役
取締役
取締役
取締役（監査等委員）
取締役（監査等委員）（社外）
取締役（監査等委員）（社外）

渡邉 陽一郎
大槻 尚文
滝田 充
堀 信幸
田崎 益次
筑紫 勝麿
渡部 修

その他の
法人
13.4%

外国法人等
0.9%

自己名義株式
0.5%

金融商品取引業者
7.3%

大株主
株主名 持株比率
有限会社伊藤コーポレーション
朝日ラバ―従業員持株会
佐藤 尚美
日本マスタートラスト信託銀行株式会社
朝日ラバー共栄持株会
株式会社東邦銀行
株式会社武蔵野銀行
株式会社ＳＢＩ証券
横山 林吉
第一生命保険株式会社

477,500
 235,528
 228,700
 222,528
 209,600
 207,400
196,500
 141,779
 140,260
 78,000

10.4%
5.1%
5.0%
4.8%
4.6%
4.5%
4.3%
3.1%
3.1%
1.7%

※1

持株比率は自己株式（25,177株）を控除して計算しております。※1 
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（2025年3月31日現在）

（2025年3月31日現在）
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（2025年3月31日現在）

TOPICS

所有株式数
4,618,520株

金融商品取引業者

工場や本社のリアルな様子を学生へお届けするため、採用公
式としてInstagramのアカウントを開設しま
した。各拠点で普段どのような仕事をしてい
るか、休憩中の雰囲気や採用活動にまつわる
ことなど、できるだけ日常を切り取った様子
を写真や動画を使ってご紹介しています。

採用公式のInstagramアカウントを
開設しました

2025年5月より、国内の主要拠点（国内4工場及
び本社ビル）で使用するすべての電力がCO₂フリー
電力となりました。また、白河工場と白河第二工場
の敷地外周部の空き地に太陽光パネルを増設し、４
月より発電を開始しています。今後も省エネルギー
活動と電力の有効活用を推進してまいります。

主要拠点で使用する電力が
すべてCO₂フリーになりました

TOPICS 02

＠asahirubber56

TOPICS 01

Instagram

※2025年6月27日現在

※

金融機関
16.4%
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